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教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品

一
、
は
じ
め
に

変
遷
と
そ
の
意
味
―

　
西
鶴
作
品
の
教
科
書
掲
載
の
歴
史
は
決
し
て
浅
く
は
な
い
。
明
治
の
末
年
か

ら
旧
制
中
学
校
用
の
教
科
書
に
取
ら
れ
、
大
正
・
昭
和
戦
前
期
と
そ
の
種
類
と

数
は
増
え
続
け
る
。
戦
時
下
に
お
い
て
も
採
用
は
続
き
、
戦
後
の
中
学
校
・
高

校
へ
と
引
き
継
が
れ
て
行
く
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
や
教
育
観
の

変
化
を
通
り
抜
け
て
長
く
教
科
書
に
入
り
続
け
て
い
る
一
方
で
、
過
去
に
お
い

て
も
、
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
、
授
業
で
積
極
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
と
い
う

例
を
耳
に
す
る
機
会
は
乏
し
い
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
れ

は
も
ち
ろ
ん
西
鶴
の
作
品
が
あ
る
種
の
扱
い
に
く
さ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
そ
れ
を
扱
え
な
い
、
西
鶴
作
品
を
採
用

し
て
お
き
な
が
ら
扱
い
き
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
国
語
教
育
あ
る
い
は
古

典
教
育
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
西
鶴
作
品
の
教
材
と
し
て
の
足
取
り
を
た
ど
る
こ
と

で
、
近
代
の
国
語
教
育
・
古
典
教
育
の
ひ
と
つ
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
明
治
・
大
正
期
の
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品

　
管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
の
四
四
年
の
『
国
文
読
本
』
の
巻
一
〇
に
入
っ
た

も
の
が
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品
の
最
初
で
、
国
語
漢
文
研
究
会
の
編
集
で
自

治
館
と
い
う
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は
『
日
本
永
代
蔵
』
の
な
か

の
「
世
界
の
借
家
大
将
」
で
あ
る
。
明
治
期
に
お
い
て
は
、
他
の
例
を
見
出
し

国
語
教
室
有
　
働
　
　
　
裕

得
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
大
正
時
代
に
は
い
る
と
、
以
下
の
掲
載
が
確
認
で
き
る
。

　
『
中
等
国
文
教
科
書
』
吉
田
禰
平
編
　
光
風
館

　
　
大
正
三
年
版
（
修
正
九
版
）
巻
八
に
「
智
慧
の
振
責
」
　
（
『
西
鶴
織
留
』

　
　
　
「
伺
に
て
も
智
恵
の
振
責
」
）
が
掲
載
さ
れ
、
大
正
四
、
六
、
七
年
版
で

　
　
も
確
認
出
来
る
。
大
正
一
二
年
版
（
修
正
一
五
版
）
で
は
こ
れ
に
代
わ
っ

　
　
て
巻
七
に
「
借
家
大
将
」
　
（
「
世
界
の
借
家
大
将
」
）
が
入
る
。
以
後
掲

　
　
載
は
昭
和
に
入
っ
て
も
続
く
（
次
章
参
照
）
。

　
『
中
学
校
用
国
語
教
科
書
』
金
沢
庄
三
郎
編
　
弘
道
館

　
　
大
正
六
年
版
（
修
正
四
版
）
巻
八
に
「
雪
の
朝
飯
」
　
（
『
武
家
義
理
物
語
』

　
　
　
「
約
束
は
雪
の
朝
飯
」
）
が
掲
載
。
『
旧
制
中
等
学
校
国
語
科
教
科
書
内

　
　
容
索
引
』
　
（
田
坂
文
穂
　
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
・
昭
和
五
八
年
）
に
よ

　
　
れ
ば
初
版
（
大
正
三
年
）
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
巻
四
に
も
「
媒
彿
い
」

　
　
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
大
正
三
、
六
年
）
と
す
る
。

　
『
中
等
教
育
国
語
読
本
』
新
村
出
編
　
開
成
館

　
　
　
『
旧
制
中
等
学
校
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
版

　
　
巻
八
に
「
当
流
の
も
の
す
き
」
掲
載
。

『
国
文
新
選
』
垣
内
松
三
・
野
村
八
良
・
斎
藤
清
衛
・
平
林
治
徳
・
鈴
木
敏
也

編
　
明
治
書
院

　
　
大
正
一
三
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
蚤
の
籍
抜
け
」
　
（
『
西
鶴
諸
国
は

　
　
な
し
』
）
が
掲
載
。

『
現
代
国
語
読
本
』
八
波
則
古
編
　
東
京
開
成
館
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大
正
一
五
年
版
（
修
正
三
版
）
巻
】
○
に
「
千
貫
目
」
　
（
『
日
本
永
代
蔵
』

「
世
界
の
借
家
大
将
」
）
が
掲
載
。
昭
和
一
〇
年
版
（
修
正
七
版
）
に
も

ほ
と
ん
ど
同
じ
形
で
掲
載
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
西
鶴
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と

し
て
は
、
文
壇
を
中
心
と
し
た
西
鶴
ブ
ー
ム
と
で
も
言
う
べ
き
西
鶴
熱
の
高
ま

り
が
考
え
ら
れ
る
。
幸
田
露
伴
・
田
山
花
袋
ら
の
作
家
が
西
鶴
賛
美
の
文
章
を

書
い
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
中
学
校
用

の
教
科
書
や
指
導
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大

正
期
の
文
学
教
育
隆
盛
の
影
響
か
、
文
学
史
的
な
観
点
を
重
視
し
た
編
集
の
教

科
書
が
中
学
校
用
で
は
目
立
ち
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
も
西
鶴
作
品
は
取
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
四
十
四
年
の
採
用
と
い
う
の
は
時
期
と
し

で
早
く
、
編
集
者
と
し
て
も
か
な
り
の
決
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う

の
も
、
当
時
の
文
学
史
の
教
科
書
に
は
、

　
　
西
鶴
の
作
で
は
、
一
代
男
、
一
代
女
、
五
人
女
な
ど
は
傑
作
で
あ
る
が
、

　
　
何
れ
も
現
今
発
売
禁
止
の
書
と
聞
か
ば
、
其
内
容
も
想
像
さ
れ
よ
う
。
世

　
　
帯
風
俗
を
観
察
す
る
着
眼
が
如
何
に
も
非
凡
で
、
写
し
方
の
逼
真
軽
妙
な

　
　
こ
と
は
、
容
易
に
企
及
し
難
い
が
、
別
段
趣
向
も
な
い
零
砕
の
巷
談
街
説

　
　
で
あ
る
。
（
高
野
辰
之
『
国
文
学
史
教
科
書
』
明
治
三
七
年
訂
正
四
版
）

と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
、
中
学
や
師
範
学
校
の
教
育
現
場
に
お
い
て
は
こ
の
よ

う
な
認
識
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
や
、
中

学
校
ど
こ
ろ
か
、
か
の
東
京
帝
国
大
学
で
さ
え
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
次
に
引
用
し
た
永
積
安
明
氏
の
「
藤
村
先
生
を
お
も
う
」
　
（
『
国
語

と
国
文
学
』
昭
和
二
九
年
二
月
）
と
い
う
文
章
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
東
京
大

学
で
近
世
文
学
を
担
当
し
、
国
語
教
育
学
会
の
会
長
を
も
勤
め
た
藤
村
作
へ
の

追
悼
文
で
あ
る
。

　
　
藤
村
先
生
の
還
暦
を
お
祝
い
し
た
会
の
席
上
で
、
三
上
博
士
が
、
藤
村
君

　
が
は
じ
め
て
文
学
部
の
講
座
を
う
け
も
っ
て
、
東
大
の
文
学
部
で
講
義
を
さ

　
れ
る
と
き
（
明
治
四
十
年
代
、
有
働
注
）
、
近
世
の
町
人
文
学
を
論
題
に
さ

　
れ
た
。
西
鶴
の
好
色
も
の
な
ど
を
、
大
学
で
下
手
に
講
義
さ
れ
て
は
困
る
と

　
お
も
っ
て
、
自
分
は
文
学
部
長
と
し
て
、
部
課
の
某
々
に
、
こ
っ
そ
り
う
し

　
ろ
か
ら
聞
い
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
さ
す
が
は
藤
村
君
で
あ
っ
て
、
大

　
学
の
講
義
と
し
て
の
品
位
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
立
派
に
講
義
さ
れ
た
の

　
で
安
心
し
た
。
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
ぽ
く
は
ま
っ
た
く
お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た
の
だ

　
け
れ
ど
も
、
藤
村
先
生
が
「
東
京
帝
国
大
学
」
と
い
う
官
学
の
な
か
に
、
は

　
じ
め
て
近
世
町
人
の
文
学
を
学
問
と
し
て
持
ち
こ
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

　
な
か
な
か
大
へ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
今
か
ら
見
れ
ば
笑
い
話
の
よ
う
な

　
こ
の
事
件
も
、
画
期
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
つ
ま
り
近
世
町
人
の
文
学
を
、
官
学
の
な
か
に
勇
敢
に
持
ち
こ
む
と
い
う

　
こ
と
は
、
あ
る
点
で
は
、
古
事
記
・
万
葉
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
源
氏
物
語
や

　
八
代
集
な
ど
を
中
心
と
し
て
研
究
し
た
和
学
の
伝
統
が
、
う
ち
や
ぶ
ら
れ
る

　
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
学
に
お
い
て
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
は
、
こ
の
後
間
も
な
く
中

学
校
の
教
員
が
西
鶴
を
偏
見
抜
き
で
理
解
し
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
。

三
、
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品

　
軍
国
主
義
が
台
頭
す
る
こ
の
時
期
、
そ
れ
と
は
到
底
相
入
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
西
鶴
作
品
は
減
少
し
て
行
く
の
で
は
、
と
い
う
予
想
を
当
初
は
持
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
は
大
き
く
裏
切
ら
れ
る
調
査
結
果
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
国
立
教
育
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研
究
所
附
属
図
書
館
や
東
書
文
庫
で
、
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
出
版
が

確
認
出
来
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
お
そ
ら
く
は
人
気
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
二

つ
の
教
科
書
の
掲
載
状
況
を
示
し
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
『
中
学
国
文
教
科
書
』
は
、
前
章
で
も
触
れ
た
が
、
ま
ず
大
正
三
年
に
「
智

恵
の
振
責
」
と
い
う
『
西
鶴
織
留
』
の
中
の
一
章
を
載
せ
、
そ
れ
は
大
正
コ
ー

年
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
に
変
わ
る
が
、
昭
和
に
入
っ
て
も
掲
載
は
続
き
、

昭
和
九
年
の
修
正
二
二
版
・
巻
一
〇
で
は
「
奈
良
の
庭
竃
」
と
い
う
『
世
間
胸

算
用
』
の
一
章
に
変
わ
る
。
昭
和
一
三
年
に
は
新
装
の
修
正
版
初
版
が
出
る
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
変
化
は
な
い
。
太
平
洋
戦
争
下
の
昭
和
一
六
年
か
ら
光
風
館

の
よ
う
な
有
力
な
出
版
社
が
何
社
か
ま
と
め
ら
れ
て
「
中
等
学
校
教
科
書
株
式

会
社
」
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
も
と
の
教
科
書
を
継
承
し
た
も
の
が
準

国
定
教
科
書
の
よ
う
な
形
で
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昭
和
一
八
年
に
な
っ

て
も
全
く
同
じ
形
で
「
奈
良
の
庭
竃
」
の
掲
載
は
続
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
新
編
中
学
国
語
読
本
』
　
（
金
子
元
臣
編
　
明
治
書
院
）
の
場
合
も

同
じ
で
、
初
版
（
昭
和
七
年
）
の
巻
八
に
採
用
さ
れ
た
「
世
界
の
借
家
大
将
」

は
、
昭
和
一
六
年
の
新
制
修
正
版
で
も
同
じ
巻
に
載
り
、
昭
和
一
八
年
の
中
等

学
校
教
科
書
株
式
会
社
の
時
期
の
も
の
で
も
掲
載
が
確
認
出
来
る
。

　
以
下
、
そ
の
他
の
教
科
書
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
も
の
を
記
す
。

『
中
等
新
国
文
』
三
省
堂
編
集
部
編
　
三
省
堂

　
　
昭
和
四
年
版
（
初
版
）
巻
八
に
「
借
家
大
将
」
掲
載
。

『
新
制
中
学
国
文
』
新
村
出
・
鈴
木
敏
也
・
沢
潟
久
孝
編
　
金
港
堂

　
　
昭
和
七
年
版
（
初
版
）
巻
七
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
掲
載
。

『
新
国
文
読
本
』
吉
田
畑
平
編
　
光
風
館

　
　
昭
和
七
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
借
家
大
将
」
掲
載
。

『
帝
国
新
国
文
』
藤
村
作
編
　
帝
国
書
院

　
　
昭
和
八
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
安
立
町
の
隠
れ
家
」
　
（
『
万
の
文
反

　
　
古
』
）
掲
載
。

『
改
訂
中
等
新
国
文
』
藤
村
作
・
島
津
久
基
編
　
至
文
堂

　
　
昭
和
九
年
版
（
訂
正
三
版
）
巻
九
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
掲
載
。

『
新
国
語
読
本
』
頴
原
退
蔵
編
　
京
都
星
野
書
店

　
　
昭
和
九
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
山
崎
の
長
者
」
　
（
『
日
本
永
代
蔵
』

　
　
「
世
渡
り
に
は
淀
鯉
の
は
た
ら
き
」
）
。
昭
和
一
〇
、
一
二
、
一
三
年
版

　
　
（
訂
正
再
版
、
改
訂
版
、
改
訂
版
訂
正
再
販
）
に
も
同
様
に
掲
載
。

『
改
制
中
等
新
国
文
』
三
矢
重
松
編
　
文
学
社

　
　
昭
和
九
年
版
（
訂
正
七
版
）
巻
九
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
。
昭
和
一
二

　
　
年
版
（
訂
正
九
版
）
は
『
新
制
中
等
新
国
文
』
と
な
る
が
同
様
に
掲
載
。

『
大
日
本
読
本
』
高
木
武
編
　
富
山
房

　
　
昭
和
一
〇
年
版
（
新
制
二
版
）
巻
九
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
。
昭
和
一

　
　
二
年
版
（
改
制
一
版
）
で
も
同
様
に
掲
載
。

『
新
修
国
文
』
富
山
房
編
集
部
編
　
富
山
房

　
　
昭
和
一
一
年
版
（
初
版
）
巻
九
に
「
初
午
は
乗
っ
て
く
る
仕
合
」
　
（
『
日

　
　
本
氷
代
蔵
』
）
。

『
醇
正
国
語
』
能
勢
朝
次
編
　
文
学
社

　
　
昭
和
一
二
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
。

『
新
制
国
語
』
広
島
高
等
師
範
附
属
中
国
語
漢
文
研
究
会
編
　
修
文
館

　
　
昭
和
一
三
年
版
（
訂
正
再
版
）
巻
十
に
「
銀
徳
」
　
（
『
日
本
永
代
蔵
』

　
　
「
初
午
は
乗
っ
て
く
る
仕
合
」
）
。
昭
和
一
五
年
版
の
『
新
制
国
語
　
指

　
　
導
の
実
際
』
　
（
指
導
書
）
で
も
確
認
で
き
る
・

『
新
中
学
国
文
』
鈴
木
敏
也
編
　
目
黒
書
店

　
　
昭
和
一
四
年
版
（
初
版
）
巻
一
〇
に
「
蚤
の
寵
ぬ
け
」
　
（
「
西
鶴
諸
国
ば

　
　
な
し
」
）
。

『
中
学
読
本
』
池
田
亀
鑑
・
岩
田
九
郎
編
　
帝
国
書
院

　
　
昭
和
一
五
年
版
（
初
版
）
巻
九
に
「
大
つ
ご
も
り
は
合
は
ぬ
算
用
」
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（
「
西
鶴
諸
国
は
な
し
」
掲
載
。

『
国
文
』
久
松
潜
一
編
　
弘
道
館

　
　
昭
和
一
五
年
版
（
初
版
）
巻
九
に
「
大
つ
ご
も
り
は
合
は
ぬ
算
用
」
掲
載
。

　
昭
和
一
三
年
、
『
小
学
国
語
読
本
』
巻
一
一
に
「
源
氏
物
語
」
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
橘
純
一
氏
は
、
『
国
語
解
釈
』
に
七
月
号
以
降
、
数
回
に
わ

た
っ
て
「
小
学
国
語
読
本
巻
十
一
　
「
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て
文
部
省
の
自
省
を

懇
請
す
る
」
等
の
文
章
を
載
せ
る
。
「
源
氏
物
語
」
は
、
紫
式
部
の
紹
介
と
、

　
「
若
紫
」
「
末
摘
花
」
の
一
部
の
現
代
語
訳
と
か
ら
成
る
教
材
で
、
そ
れ
に
対

す
る
批
判
の
根
拠
は
、
「
源
氏
物
語
は
全
篇
一
貫
し
て
、
そ
の
性
格
が
淫
扉
で

あ
り
不
健
全
で
あ
る
」
　
「
だ
ら
け
切
っ
た
雰
囲
気
を
感
ぜ
さ
せ
る
」
と
い
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
『
国
語
解
釈
』
誌
に
は
橘
氏
に
賛
意
を
示
す
多
く
の
反
響

が
寄
せ
ら
れ
、
当
時
の
世
相
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う

な
時
代
背
景
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
み
る
と
、
西
鶴
作
品
の
教
材
化

か
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
不
自
然
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
多
く

の
教
科
書
に
お
い
て
は
、
『
大
日
本
読
本
』
の
場
合
の
よ
う
に
昭
和
一
二
年
版

に
な
っ
て
各
巻
に
「
国
民
精
神
篇
」
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
西
鶴
作

品
の
掲
載
に
は
何
の
変
化
も
な
い
。
あ
の
橘
氏
に
し
て
も
、

　
　
近
松
の
浄
瑠
璃
に
は
、
全
人
間
が
奉
ぜ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
高
貴
な
人
間

　
　
道
徳
の
光
明
が
あ
る
。
西
鶴
の
浮
世
草
子
に
も
、
そ
の
向
ふ
所
の
方
途
は

　
　
と
も
か
く
と
し
て
、
溌
刺
た
る
精
力
主
義
の
精
神
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
源
氏

　
　
物
語
に
さ
う
い
っ
た
全
人
間
的
な
も
の
が
あ
る
か
。
（
『
国
語
解
釈
』
昭

　
　
和
一
三
年
六
月
の
後
記
）

　
と
記
し
て
い
る
。

　
西
鶴
作
品
の
採
用
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
当
時
の
中
学

校
の
性
格
で
あ
る
。
義
務
教
育
で
は
な
く
、
全
国
的
に
見
れ
ば
選
ば
れ
た
少
数

の
優
勝
な
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
学
術
的
で
良
い
と
い
う

認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
教
科
書
に
道
徳
性
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
小
学
校
に
比
べ
て
は
る
か
に
乏
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
壇
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
西
鶴
熱
が
高
か
っ
た
。
武
田
麟
太
郎
の
よ
う
に
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
か
ら
転
向
し
て
西
鶴
風
の
小
説
を
書
く
こ
と
で
認
め
ら
れ
る
作
家
も
い

た
時
代
で
あ
る
。
大
正
期
の
文
学
教
育
重
視
の
名
残
も
あ
り
、
識
者
の
間
で
は
、

西
鶴
の
文
学
史
上
の
位
置
付
け
は
動
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
、
現
場
で
ど
れ
く
ら
い
読
ま
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
た
か

と
い
う
と
、
は
な
は
だ
怪
し
い
。
中
学
校
の
現
場
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
寡
聞

に
し
て
知
ら
な
い
が
、
神
保
五
禰
氏
は
久
留
米
予
備
士
官
学
校
で
幹
部
候
補
生

で
あ
っ
た
と
き
、
「
反
省
録
」
に
「
余
が
尊
敬
す
る
人
物
」
と
し
て
井
原
西
鶴

の
名
を
記
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
「
か
か
る
戦
時
下
に
、
西
鶴
ご
と
き
を
尊

敬
す
る
と
は
、
候
補
生
は
時
局
を
何
と
心
得
て
い
る
か
」
と
面
罵
さ
れ
、
「
こ

の
よ
う
な
不
心
得
な
自
由
主
義
者
は
、
国
賊
に
価
す
る
」
と
怒
ら
れ
た
と
い
う

　
（
神
保
五
禰
「
い
ま
思
う
こ
と
」
、
小
学
館
『
完
訳
日
本
の
古
典
』
第
五
三
巻

月
報
所
収
）
。
ま
た
、
当
時
の
第
一
線
の
学
者
を
集
め
た
日
本
諸
学
振
興
委
員

会
の
国
語
国
文
学
特
別
学
会
（
昭
和
一
七
年
五
月
十
五
、
十
六
日
　
奈
良
女
子

高
等
師
範
学
校
）
で
の
野
間
光
辰
氏
の
発
表
に
対
し
て
、
西
尾
実
氏
は
次
に
引

用
し
た
よ
う
な
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
数
多
く
の
中
学
校
用
教
科
書
で
西
鶴
作

品
が
教
材
化
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
国
文
学
研
究
者
の
間
で
も
「
時
局
性
」
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
大
東
亜
新
秩
序
の
建
設
と
い
ふ
主
題
か
ら
い
ふ
と
、
肇
国
精
神
の
史
的
発

　
　
展
と
し
て
跡
づ
け
ら
れ
る
や
う
な
言
語
事
実
・
文
学
事
実
が
ま
づ
挙
げ
ら

　
　
れ
、
漸
次
多
く
な
っ
て
き
た
大
東
亜
各
地
域
と
の
文
化
的
交
渉
も
考
へ
ら

　
　
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
発
表
の
す
べ
て
に
は
さ
う
い
ふ
意
図
が
浸
透
し
て
は

　
　
ゐ
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
野
間
氏
の
発
表
に
お
い
て
は
、
さ
ふ
い
ふ
片
鱗

　
　
さ
へ
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
討
議
の
席
上
、
私
は
氏
の
研
究
発
表
に
つ
い
て
、

　
　
氏
に
都
の
錦
の
文
学
史
的
意
義
を
ど
う
考
へ
て
ゐ
ら
れ
る
か
を
お
尋
ね
し
、
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併
せ
て
、
近
世
文
学
研
究
諸
家
に
、
皇
国
文
学
の
発
展
に
お
け
る
近
世
文

学
の
意
義
を
ど
う
考
へ
る
べ
き
か
を
お
尋
ね
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と

い
ふ
の
は
、
近
世
文
学
の
あ
る
性
質
に
対
し
て
、
皇
国
精
神
の
発
展
と
い

ふ
立
場
か
ら
、
肯
定
的
な
見
解
と
否
定
的
な
見
解
と
が
示
さ
れ
た
ま
ふ
、

何
等
の
批
判
も
行
は
れ
ず
に
経
過
し
て
し
ま
ひ
さ
ふ
に
な
っ
た
の
で
、
こ

の
特
別
学
会
に
首
尾
あ
ら
し
め
る
た
め
に
も
、
ま
た
問
題
そ
の
も
の
の
た

め
に
も
、
こ
の
学
会
と
し
て
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
置
く
べ
き
で
あ
る

と
考
へ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
（
数
学
局
編
纂
『
日
本
諸
学
』
第
二
号
昭
和

一
七
年
一
一
月
）

四
、
戦
後
の
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品

　
戦
後
、
小
中
学
校
で
の
古
典
の
扱
い
は
極
端
に
少
な
く
な
り
、
そ
の
中
心
は

高
等
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
新
教
育
制
度
の
中
で
西
鶴
は
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
戦
前
中
学
校
用
教
科
書
の
継
承
の
ご
と
く
各
社
で
採
用

れ
、
高
校
ば
か
り
で
は
な
く
一
時
は
義
務
教
育
で
あ
る
新
制
の
中
学
校
の
教
材

と
し
て
も
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
掲
載
状
況
を
す
べ
て
報
告
す
る
こ
と
は

多
く
の
紙
面
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
作
品
も
「
世
界
の
借
家
大
将
」
に
ま
す
ま

す
集
中
す
る
傾
向
が
強
く
、
新
た
な
選
択
の
基
準
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い

の
で
、
控
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
章
で
は
、
昭
和
の
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
扱

い
方
に
見
ら
れ
る
、
西
鶴
作
品
教
材
化
の
特
異
な
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

　
例
え
ば
、
『
わ
れ
わ
れ
の
国
語
　
三
』
と
い
う
教
科
書
に
は
「
大
晦
日
は
あ

は
ぬ
算
用
」
が
載
り
、
そ
の
あ
と
に
。

　
　
研
究
　
こ
の
文
章
の
中
に
見
え
る
封
建
的
な
考
え
方
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　
　
研
究
　
こ
の
文
章
に
は
非
合
理
な
と
こ
ろ
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
調
べ
て
み
よ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
現
代
国
語
　
文
学
三
』
　
（
昭
和
三
〇
・
実
教
出
版
）
の

　
「
世
界
の
借
家
大
将
」
の

　
　
学
習
　
四
、
こ
の
作
品
を
読
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
社
会
相
を
考
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
が
で
き
る
か
。

と
い
う
の
も
同
様
の
発
想
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
中
学
校
用
『
私
た
ち

の
国
語
　
三
年
下
』
　
（
昭
和
三
万
秀
英
出
版
）
の
「
ほ
く
ろ
は
昔
の
お
も
か

げ
」
　
（
『
武
家
義
理
物
語
』
）
に
も
、

　
　
学
習
の
て
び
き

　
　
三
　
こ
の
作
品
を
読
ん
で
、
封
建
社
会
の
義
理
や
し
き
た
り
に
つ
い
て
み

　
　
ん
な
で
批
判
し
て
み
よ
う
。

　
　
四
　
作
者
は
、
こ
う
し
た
封
建
社
会
の
義
理
を
賛
美
し
て
い
る
の
か
、
あ

　
　
る
い
は
、
こ
う
し
た
義
理
や
し
き
た
り
の
や
か
ま
し
い
社
会
に
生
き
た
人

　
　
た
ち
の
心
情
を
写
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
か
、
作
品
を
よ
く
味
わ
っ

　
　
た
上
で
話
し
あ
っ
て
み
よ
う
。

と
い
っ
た
記
述
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
時
期
は
、
経
験
主
義
や
単
元
学
習
が
盛
ん
に
導
入
さ

れ
た
時
期
で
あ
る
。
戦
前
の
教
育
観
の
反
省
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
理
論
の
導
入

が
そ
の
背
景
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
西
鶴
作
品
も
ま
さ
に
民
主
主
義
を
学
ぶ
た
め

の
討
論
の
材
料
と
し
て
生
か
さ
れ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
学

習
指
導
要
領
　
国
語
科
編
（
試
案
）
」
　
（
昭
和
二
二
年
）
の
「
第
一
節
　
ま
え

が
き
」
に
、

　
　
中
学
校
の
国
語
教
育
は
、
小
学
校
六
か
年
の
基
礎
の
う
え
に
た
つ
と
い
う

　
　
こ
と
か
ら
、
程
度
の
高
い
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
の
こ

　
　
と
ば
か
ら
は
な
れ
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
意
味
か
ら
も
中
学
校
の
国
語
教
育
は
、
古
典
の
教
育
か
ら
解
放
さ

　
　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
特
殊
な
趣
味
養
成
と
し
て
の
文
学
教
育

　
　
に
終
っ
て
も
い
け
な
い
。
つ
ね
に
も
っ
と
広
い
「
こ
と
ば
の
生
活
」
に
着
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眼
し
、
実
際
の
社
会
生
活
に
役
立
つ
国
語
の
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
が
け

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
る
こ
と
や
、
「
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
　
国
語
科
編
（
試
案
）
」

　
（
昭
和
二
六
年
）
の
「
第
一
章
　
国
語
科
の
目
標
」
に
、

　
　
国
語
の
学
習
指
導
の
目
標
は
、
直
接
的
に
は
、
国
語
を
正
し
く
効
果
箇
に

　
　
使
っ
て
い
く
習
慣
と
態
度
を
養
い
、
技
術
と
能
力
を
み
が
き
、
鑑
賞
力
と

　
　
知
識
と
理
解
を
増
し
、
理
想
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
が
、
国
語
科
が

　
　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
生
徒
は
実
際
に
何
か
に
つ
い
て
話
し
、
何

　
　
か
に
つ
い
て
書
き
、
何
か
に
つ
い
て
読
む
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

　
　
こ
に
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
題
材
が
で
て

　
　
く
る
が
、
そ
れ
は
当
然
、
教
育
全
般
の
目
標
に
応
じ
て
選
ば
れ
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
国
語
科
と
し
て
は
、
特
に
、
道
徳
教
育
・
民
主

　
　
教
育
・
国
際
的
理
解
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
　
国
語
科
編
」
　
（
昭
和
三
〇
年
）
の
「
第

一
章
　
国
語
科
の
目
標
」
の
、

　
　
　
１
　
言
語
文
化
を
広
く
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
読
解
力
を
豊
か
に

　
　
し
、
特
に
鑑
賞
力
や
批
判
力
を
伸
張
さ
せ
、
そ
の
読
書
の
範
囲
も
、
現
代

　
　
文
と
並
ん
で
古
文
や
漢
文
に
ま
で
拡
充
さ
せ
る
。

な
ど
の
反
映
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
「
古
典
文
学
を
批
判
的
に
読
む
」

と
い
う
発
想
の
導
入
は
西
鶴
作
品
に
限
ら
れ
て
お
り
、
「
源
氏
物
語
」
や
「
徒

然
草
」
な
ど
に
対
し
て
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
た

の
か
。
「
封
建
時
代
」
＝
江
戸
時
代
と
い
う
図
式
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
は
思

う
が
、
そ
う
い
っ
た
読
み
方
を
西
鶴
作
品
そ
の
も
の
が
許
容
し
て
い
る
と
も
言

い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
西
鶴
作
品
の
文
体
や
そ
の
研
究
史
の
問
題
に
十
分
に
触
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
戦
後
の
西
鶴
研
究
は
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
読
み
の
可
能
性
と

不
可
分
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
、
『
世
間
胸
算
用
』
巻

一
の
二
「
長
刀
は
む
か
し
の
鞘
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
口
よ
り
見
つ
く
し
て
末
一
段
の
大
晦
日
に
な
り
て
、
浄
瑠
璃
小
唄
の
声
も

　
　
出
ず
、
け
ふ
一
日
の
暮
せ
は
し
く
、
こ
と
さ
ら
小
家
が
ち
な
る
所
は
、
喧

　
　
嘩
と
洗
濯
と
壁
下
地
つ
づ
く
る
と
、
何
も
か
一
度
に
取
り
ま
ぜ
て
、
春
の

　
　
用
意
と
て
、
い
か
な
事
、
餅
ひ
と
つ
小
鰯
一
疋
も
な
し
。
世
に
あ
る
人
と

　
　
見
く
ら
べ
て
、
浅
ま
し
く
哀
れ
な
り
。
こ
の
相
借
屋
六
七
軒
、
何
と
し
て

　
　
年
を
取
る
事
ぞ
と
思
ひ
し
に
、
み
な
質
種
の
心
当
て
あ
れ
ば
、
す
こ
し
も

　
　
世
を
な
げ
く
風
情
な
し
。
（
中
略
）
楽
し
み
は
貧
賎
に
あ
り
と
古
人
の
詞

　
　
反
古
に
な
ら
ず
。

こ
の
よ
う
に
、
時
に
統
一
性
を
欠
き
矛
盾
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
傾
向
が
西

鶴
作
品
全
般
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
的
側
面
と
し
て
で
は
な

く
、
西
鶴
の
手
法
の
問
題
と
し
て
最
初
に
と
ら
え
た
の
が
、
野
間
光
辰
氏
の

　
「
西
鶴
の
方
法
」
　
「
西
鶴
五
つ
の
方
法
」
　
（
昭
和
五
六
年
『
西
鶴
新
々
孜
』
岩

波
書
店
］
所
収
）
で
あ
っ
た
。
森
山
重
雄
氏
の
「
咄
の
伝
統
と
西
鶴
」
　
（
昭
和

三
五
年
『
封
建
庶
民
文
学
の
研
究
』
　
［
三
一
書
房
］
所
収
）
や
中
村
幸
彦
氏
の

　
「
近
世
的
表
現
」
　
（
昭
和
五
七
年
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
二
巻
［
中
央
公
論

社
］
所
収
）
」
も
そ
の
延
長
上
に
位
置
付
け
の
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
浮
橋
康

彦
「
西
鶴
作
品
の
反
語
的
性
格
」
　
（
昭
和
四
四
年
『
国
文
学
研
究
資
料
集
成

西
鶴
』
　
「
有
精
堂
」
所
収
）
は
ま
さ
に
こ
の
課
題
に
鋭
角
的
に
切
り
込
ん
だ
も

の
と
言
え
る
。

　
相
矛
盾
し
た
見
方
を
敢
え
て
配
し
、
多
面
的
な
見
方
を
含
み
込
む
よ
う
な
文

体
を
西
鶴
作
品
の
特
色
と
し
て
認
め
る
と
き
、
た
と
え
ば
「
世
界
の
借
家
大
将
」

に
描
か
れ
た
藤
市
と
い
う
人
間
像
を
単
純
に
「
当
時
の
上
方
町
人
の
理
想
像
」

と
い
っ
た
形
で
断
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
西

鶴
作
品
の
代
表
的
教
材
で
あ
る
「
世
界
の
借
家
大
将
」
は
、
そ
の
「
ま
と
ま
り

の
良
さ
」
に
お
い
て
西
鶴
ら
し
い
文
体
を
十
分
に
備
え
た
と
は
言
い
が
た
い
作
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品
と
言
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
先
に
示
し
た
『
私
た
ち
の
国

語
　
三
年
下
』
の
「
学
習
の
て
び
き
」
に
お
け
る
「
作
者
は
、
。
こ
う
し
た
封
建
社
会
の

義
理
を
賛
美
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
義
理
や
し
き
た
り
の
や

か
ま
し
い
社
会
に
生
き
た
人
た
ち
の
心
情
を
写
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
か
、

作
品
を
よ
く
味
わ
っ
た
上
で
話
し
あ
っ
て
み
よ
う
。
」
と
い
う
発
想
は
、
結
果

と
し
て
は
、
極
め
て
的
を
得
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
結
び
に
か
え
て

　
前
章
で
示
し
た
よ
う
な
西
鶴
作
品
の
扱
い
方
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
こ
の
時
期

の
特
色
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
決
し
て
多
数
派
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
し
て
こ
の
後
、
経
験
主
義
に
立
つ
単
元
学
習
が
学
力
低
下
を
招
く
と
し
て
批

判
さ
れ
、
指
導
要
領
も
そ
の
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に

連
れ
て
こ
の
よ
う
な
西
鶴
作
品
の
扱
い
方
は
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
西
鶴
作
品
と
し
て
の
特
色
を
生
か
す
こ
と
も
な

い
ま
ま
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
古
典
教
材
と
し
て
教
科
書
の
一
隅
を
占

め
て
い
る
だ
け
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
私
は
、
専
門
分
野
の
最
先
端
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま

　
「
よ
い
授
業
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
単
純
な
発
想
は
持
だ

な
い
。
も
っ
と
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
教
育
現
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
専

門
の
研
究
と
は
無
縁
の
「
子
供
製
し
」
で
あ
っ
て
い
い
な
ど
と
も
思
わ
な
い
。

渋
谷
孝
氏
の
言
う
ご
と
く
、
「
特
定
の
文
芸
研
究
理
論
を
研
究
し
、
教
材
分
析

を
行
い
、
そ
れ
と
そ
の
授
業
者
の
日
常
の
学
級
経
営
と
日
常
の
授
業
の
あ
り
方

と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
授
業
は
、
よ
い
意
味
で
変
わ
り
得
る
」
の
で
あ
り
、

文
学
教
育
論
は
「
文
芸
教
材
と
授
業
者
と
学
習
者
と
の
三
つ
の
要
因
」
を
踏
ま

え
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
不
毛
で
あ
ろ
う
（
『
文
学
教
育
論
批
判
』
明

治
図
書
昭
和
六
三
年
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
の
理
屈
が

実
際
に
生
か
さ
れ
た
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

終
戦
直
後
に
見
ら
れ
た
西
鶴
作
品
の
扱
い
方
に
、
生
徒
の
現
実
を
踏
ま
え
て
討

論
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
は
、
中
学
校
の
み
な
ら
ず
小
学
校
に
お
い
て
も
古
典

文
学
は
教
科
書
教
材
の
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
は
た
い
て
い

次
の
よ
う
な
理
屈
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
要
す
る
に
国
文
学
も
真
に
日
本
の
学
問
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
行
わ
れ

　
　
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
し
て
国
文
学
の
研
究
に
従
ひ
教
育
に
当
る
も
の
も

　
　
皇
国
の
大
き
な
使
命
達
成
の
一
翼
た
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
大
東
亜
戦
争
に
つ
い
て
東
亜
の
新
秩
序
の
着
々
建
設
さ
れ
ん
と
す
る
時
、

　
　
国
文
学
の
研
究
と
教
育
と
に
従
ふ
の
も
ま
た
こ
の
大
き
な
る
使
命
の
実
現

　
　
の
た
め
に
渾
身
の
努
力
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
ふ
の
で
あ
る
。
天
皇
に
絶
対

　
　
随
順
し
奉
る
み
民
と
し
て
の
自
覚
は
国
文
学
の
教
学
の
根
底
と
な
る
べ
き

　
　
で
あ
ろ
う
。
（
久
松
潜
一
　
「
国
文
学
の
動
向
と
課
題
」
　
『
日
本
諸
学
』
創

　
　
刊
号
昭
和
一
七
年
三
月
）

こ
れ
ら
は
戦
後
否
定
さ
れ
、
大
幅
に
古
典
教
材
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
な
か
に
あ
っ
て
古
典
文
学
研
究
に
携
わ
る
学
者
た
ち
、
例
え
ば
、
先
に
引
用

し
た
も
の
を
書
い
た
同
一
人
物
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
新
学
制
の
実
施
に
と
も
な
っ
て
国
語
教
育
に
於
て
も
そ
の
対
象
と
方
法
と

　
　
に
つ
い
て
種
々
の
反
省
を
要
請
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
だ
け
新
し
く
解
決
す

　
　
べ
き
幾
多
の
問
題
が
あ
る
。
六
、
三
、
三
、
四
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
於

　
　
て
国
語
の
学
習
は
ど
の
程
度
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
現
代
日
本
語

　
　
の
習
得
と
古
典
文
学
の
研
究
と
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で

　
　
あ
る
か
。
（
中
略
）
私
ど
も
国
語
教
育
と
国
語
国
文
学
の
研
究
に
従
事
す

　
　
る
も
の
に
と
っ
て
今
や
虚
心
に
考
察
し
、
そ
れ
を
体
験
に
即
し
て
生
か
し

　
　
て
ゆ
く
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。
（
『
国
語
国
文
学
教
育
の
方
向
』

　
　
［
健
文
社
］
序
文
昭
和
二
四
年
）
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言
葉
の
上
で
は
反
省
が
必
要
と
さ
れ
て
は
居
る
も
の
の
、
戦
前
の
古
典
と
教
育

の
結
び
付
き
を
検
討
し
、
古
典
と
向
き
合
う
こ
と
の
意
味
を
再
考
し
よ
う
と
す

る
取
組
の
必
要
性
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
前
の
あ
や
ま

ち
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
と
本
稿
で
述
べ
た
西
鶴
作
品
の
教
材
と
し
て
の
変
遷
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と

き
、
戦
後
す
ぐ
に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
古
典
教
育
の
重
要
な
課
題
が

未
だ
に
殆
ど
手
付
か
ず
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
禁
じ
得
な
い

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
十
二
月
十
九
日
受
理
）

付
記
　
本
研
究
報
告
第
一
四
号
所
収
の
拙
稿
「
『
中
学
国
文
教
科
書
』
に
お
け

る
西
鶴
作
品
に
つ
い
て
」
は
調
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
西
鶴
作
品
の
掲

載
状
況
の
報
告
に
大
き
な
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
勝
手
な
が
ら
、
本
稿
の
記
述

を
も
っ
て
訂
正
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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